
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和07年09月30日

計画の名称 富山駅周辺地区におけるアクセス道路整備

計画の期間   平成３１年度 ～   令和０５年度 (5年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 富山市

計画の目標 鉄道との結節点となる富山駅周辺において、富山駅へのアクセスや駅南北市街地の一体化を支える都市計画道路及び駅前広場を整備し、交通結節機能の強化、人流の効率化を図り、民間投資を喚起する。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               3,709  Ａ               3,627  Ｂ                   0  Ｃ                  82  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）      2.21 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H29末） （R3末） （R5末）

   1 富山駅南口駅前広場から北口駅前広場への自動車での平均アクセス時間を52％短縮させる。

自家用車における富山駅南口駅前広場から北口駅前広場への移動距離（1,300mから700ｍへ短縮）から、平均アクセス時間を算出する。 0％ 52％ 52％

（平均アクセス時間）＝（自家用車での移動距離）/（自家用車の旅行速度（31.6km/h））

   2 富山駅周辺における平日の歩行者通行量を38,924人（H26基準値）を維持・向上させる。

富山駅周辺地区（調査地点：6地点）における平日の歩行者通行量を集計する。 42379人 40000人 40000人

   3 富山駅周辺における休日の歩行者通行量を30,420人（H26基準値）を維持・向上させる。

富山駅周辺地区（調査地点：6地点）における休日の歩行者通行量を集計する。 36246人 32000人 32000人

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む 〇 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

富山広域連携中枢都市圏ビジョンに基づき実施される要素事業：A全て

1 案件番号： 0000692445



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H31 R02 R03 R04 R05 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

道路事業

A01-001

街路 一般 富山市 直接 富山市 区画 改築 富山駅周辺地区（（都）

県庁線外）

区画整理、A=10.4ha 富山市  ■  ■  ■  ■  ■       2,992 －

 小計       2,992

市街地整備事業

A13-002

都市交通 一般 富山市 直接 富山市 － － 路面電車南北接続第２期

事業

路面電車施設整備、90m 富山市  ■         635 －

 小計         635

合計       3,627

1 案件番号：  0000692445



C 効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H31 R02 R03 R04 R05 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

道路事業

C01-001

街路 一般 富山市 直接 富山市 － － 富山駅北口駅前広場外修

景整備事業

修景整備、N=1式 富山市  ■  ■          82 －

駅前広場に必要な案内サイン、ベンチ等の設置により、人流の効率化、滞留性の向上など、利用者の利便性が高まる。

 小計          82

合計          82

1 案件番号：  0000692445



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

富山市
事後評価の実施体制

0000692445案件番号：

令和7年9月

富山市ホームページに掲載

富山駅付近連続立体交差事業と調整を図りながら交通結節機能の強化と併せて駅前広場や都市計画道路の整備を進めたことで、
バリアフリー化された賑わい創出空間と歩行空間が確保された。
今期では、路面電車の南北接続や富山駅南北自由通路（在来線側）・北口駅前広場の開業、（都）富山駅南北線・西口交通広場
の供用開始により、富山駅南北のアクセス性が格段に向上した。
富山駅周辺地区の歩行者数については、新型コロナウィルスの前後による評価となり、以前の数値まで回復しなかった。

路面電車南北接続事業の完成により、路面電車の南北直通運行や富山駅高架下において他の公共交通機関との乗り継ぎが可能に
なったことで、交通結節機能が大幅に強化され、路面電車利用者が増加した。

今後も、富山駅付近連続立体交差事業と調整を図りながら、富山駅周辺地区の駅南北市街地の一体化を支える都市計画道路の整備を行い、交通結節機能の強化及び歩
行空間のバリアフリー化を進め、歩行者の安全・安心の確保を推進する。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

最　終
目標値
52％

（都）富山駅南北線の供用開始により、富山駅南北のアクセス性が格段に向上した。

最　終
52％

実績値

 2

最　終
目標値
40000人

令和2年度以降新型コロナウィルスの影響を大きく受け減少していたところ、令和5年5月に５類感染症に移行したことで人々の外出が増加した

が、以前の数値にまでは回復しなかった。

最　終
30188人

実績値

 3

最　終
目標値
32000人

令和2年度以降新型コロナウィルスの影響を大きく受け減少していたところ、令和5年5月に５類感染症に移行したことで人々の外出が増加した

が、以前の数値にまでは回復しなかった。

最　終
26328人

実績値

1 案件番号：0000692445



参考図面

富山駅周辺地区におけるアクセス道路整備
平成31年度～令和5年度（５年間）  富山市

計画の名称
計画の期間 交付対象

基幹事業

関連社会資本整備事業

効果促進事業

市役所、総合行政センター

A01-001 区画整理　富山駅周辺地区（（都）県庁線外）
A01-002 施設整備　路面電車南北接続（第２期）事業

C01-001 修景整備　富山駅北口駅前広場外修景整備事業


